
[ 内服薬用 ]

内容 チェック

1 薬効
強い「痛み」を抑える薬です。
　徐放性製剤：持続する痛みに効果があります。
　速放性製剤：突然の痛みや痛み止めの用量調節のために服用します。

□

□ 徐放性製剤　1日　　　回　　　1回　　　錠（包）（　　　時・　　　時）

□ 速放性製剤　1回　　　錠（包）

3 副作用

便秘、嘔気・嘔吐、眠気・ふらつき、排尿困難などがあります。
　①便秘
　　腸の動きが低下します。予防的に下剤を一緒に飲むことがあります。
　②嘔気・嘔吐
　　飲み始めの時や量を増やした時に現れることが多いです。
　　身体が慣れれば1週間ほどで自然に治まります。
　③眠気
　　数日経つと消えていくことが多いです。
＜患者様の状態に配慮し、必要な情報・分量を考慮して下さい＞

□

4
医師の指示なく急に減量・中止しないようにして下さい。
嘔気や嘔吐、頭痛などの症状が出ることがあります。

□

5 他の人へ渡してはいけません。 □

6 不要となった場合は病院もしくは薬局に返却して下さい。 □

7 服用中は飲酒は控えるようにして下さい。めまいや眠気が出やすくなります。 □

8 自動車の運転等、危険を伴う機械の操作は行わないで下さい。 □

9 保管 光・湿気を避けて室温保存し、小児やペットの手の届かない所に置いて下さい。 □

10 その他 誤解・不安等に対する説明（必要時）　→　別紙参照 □

11 噛まずに服用して下さい。 □

12 （タペンタ錠）便中に抜け殻が出ることがあります。 □

13 次回服用まで1時間は間隔を空ける必要があります。 □

14 1日の服用回数に制限はありません。 □

15
服用回数が増えている時は定期使用している薬剤を増量する目安となります。
服用した時間を記録しておくようにしましょう。

□

1 □

2 □

3 □

4 予測される副作用（便秘、嘔気など）に対する対策考慮 □
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　初回導入チェックシート

　医療用麻薬（内服薬）
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用法用量（速放性製剤の1回量は、徐放性製剤の1日量の1/6程度であるか）

投与禁忌がないこと
（重篤な慢性閉塞性肺疾患合併、気管支喘息発作中、慢性肺疾患に続発する心不全、
　痙攣、麻痺性イレウス、急性アルコール中毒、出血性大腸炎・細菌性下痢）
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